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土
浦
地
域
女
性
農
業
士
会
（
令
和
七
年
度
会
員
八
名
）
は
、

農
学
や
食
品
栄
養
学
関
連
の
学
生
と
の
調
理
を
通
し
た
交
流

会
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
初
め
て
鯉
淵
学
園
農
業

栄
養
専
門
学
校
と
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

食
品
栄
養
科
の
学
生
が
考
案
し
、
女
性
農
業
士
会
員
が
生

産
し
た
れ
ん
こ
ん
や
有
機
野
菜
、
卵
な
ど
を
活
か
し
た
メ

ニ
ュ
ー
を
共
同
で
調
理
作
業
を
行
っ
た
後
、
全
校
生
徒
と
教

職
員
を
交
え
た
約
九
〇
名
と
の
会
食
お
よ
び
意
見
交
換
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

女
性
農
業
士
各
会
員
か
ら
、
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
や
、
自
ら
の
就
農
体
験
な
ど
を
紹
介
し
、
学
生

か
ら
の
質
疑
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
「
地
元
の
特
産
品
で
あ
る
れ
ん
こ

ん
の
こ
と
を
学
び
、
特
徴
を
活
か
し
た
調
理
法
を
研
究
で
き

る
機
会
に
な
っ
た
」「
農
業
が
抱
え
る
問
題
や
、
女
性
農
業
士

の
み
な
さ
ん
が
生
産
・
販
売
の
戦
略
で
様
々
な
工
夫
し
て
い

る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
」
等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

女
性
農
業
士
会
に
と
っ
て
学
生
と
の
交
流
は
今
後
の
営
農

ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
学
生
に
は
農
業
の
実
際

を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
で
、
将
来
食
と
農
に
携
わ
る
た
め
の

学
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
大
い
に
高
め
る
有
意
義

な
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
企
画
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

土
浦
地
域
女
性
農
業
士
会
が
鯉
淵
学
園
と
の
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た

調理の様子 食事の様子

献立

活 力 が あ り 、 県 民 が 日 本 一 幸 せ な 県 を 実 現 し ま し ょ う ！



ト
胸
状
態
と
な
る
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
ま
め
に
種

子
の
状
態
を
確
認
し
、
浸
種
後
二
八
～

三
〇
℃
で
一
五
～
二
〇
時
間
加
温
し
、

ハ
ト
ム
ネ
状
態
に
催
芽
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
催
芽
期
間
の
延
長
は
保

温
中
の
病
害
（
も
み
枯
細
菌
病
な
ど
）

の
危
険
が
高
ま
る
た
め
注
意
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
十
分
な
浸
種
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

高
密
度
播
種
育
苗
で
は
ム
レ
苗
や

老
化
苗
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

温
度
管
理
や
育
苗
日
数
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
近
年
の
気
温
に
あ
わ
せ

た
育
苗
計
画
の
作
成
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

　

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
が
水
稲
の
穂

を
吸
汁
加
害
す
る
こ
と
で
減
収
や
等

級
低
下
を
招
き
ま
す
。
な
か
で
も
、

近
年
は
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
発
生
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
写
真
）。
イ
ネ

カ
メ
ム
シ
は
出
穂
直
後
の
穂
を
好
む

た
め
、
集
中
的
に
加
害
を
受
け
る
と

著
し
い
不
稔
が
発
生
し
、
大
幅
な
減

収
に
繋
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
①

出
穂
期
※
頃
【
不
稔
防
止
】
お
よ
び
②

出
穂
期
八
日
後
【
斑
点
米
軽
減
】
の

二
回
の
薬
剤
防
除
が
効
果
的
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
斑
点
米
カ
メ
ム

シ
類
の
水
田
内
へ
の
飛
来
を
防
ぐ
た

　

登
熟
期
間
（
出
穂
期
か
ら
成
熟
期
）

が
高
温
で
推
移
し
た
年
産
の
水
稲
種

子
は
、
例
年
よ
り
も
休
眠
が
や
や
深

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
出
芽
の
遅
れ

や
ば
ら
つ
き
を
防
ぐ
た
め
、
こ
ま
め

に
種
子
の
状
態
を
確
認
し
な
が
ら
、

浸
種
日
数
や
催
芽
時
間
を
延
長
し
ま

し
ょ
う
。

　

浸
種
日
数
は
通
常
よ
り
も
一
日
程
度

長
く
し
て
十
分
に
行
い
ま
す
。
水
温
は

一
〇
～
一
五
℃
が
適
し
て
い
ま
す
。
浸

種
を
延
長
し
た
上
で
、
例
年
よ
り
も
ハ

斑
点
米
カ
メ
ム
シ

類
防
除
の
徹
底
に

つ
い
て

健
苗
育
苗
で
高
温
に

強
い
イ
ネ
づ
く
り
を

イネカメムシイネカメムシ

センチュウの口針

倍
で
す
。
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
汚
染
さ
れ

て
い
な
い
種
ハ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

〇
土
（
ほ
場
）
の
セ
ン
チ
ュ
ウ
防
除

　

農
薬
を
使
用
し
て
も
直
ち
に
黒
皮

症
の
改
善
が
感
じ
ら
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
セ
ン
チ
ュ
ウ
密
度
は

低
下
す
る
の
で
、
継
続
し
て
防
除
し

て
く
だ
さ
い
。

〇
適
正
施
肥
と
堆
肥
に
よ
る
土
づ
く

り
　

黒
皮
症
は
多
リ
ン
酸
で
発
生
が
助

長
さ
れ
る
と
の
報
告
が
有
る
こ
と
か

ら
、
土
壌
診
断
を
行
い
適
正
な
量
を

施
肥
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
堆
肥
の

施
用
は
、
黒
点
原
因
物
質
の
生
産
を

妨
げ
た
り
、
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
減
ら
す

微
生
物
が
含
ま
れ
有
効
で
す
。

め
、
出
穂
二
週
間
前
ま
で
の
水
田
周

辺
の
除
草
も
重
要
で
す
。

※
出
穂
期
：
ほ
場
全
体
の
四
～
五
割

の
穂
が
出
た
日

　

黒
皮
症
は
レ
ン
コ
ン
ネ
モ
グ
リ
セ

ン
チ
ュ
ウ
を
主
因
と
し
て
複
数
の
原

因
に
よ
っ
て
発
生
す
る
の
で
、
対
策

は
農
薬
に
よ
る
防
除
だ
け
に
頼
ら
ず
、

複
合
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

す
。
対
策
の
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
公
開
し
て
い
る
の
で
、「
は
す
だ

ね
通
信
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
健
全
な
種
ハ
ス
の
利
用

　

セ
ン
チ
ュ
ウ
は
れ
ん
こ
ん
の
根
に

多
く
生
息
し
、
そ
の
数
は
土
の
数
百

定
植
前
の
レ
ン
コ

ン
黒
皮
症
対
策

ハト胸状態 伸ばし過ぎ状態

土浦普及センターだより

農 薬 を 適 正 に 使 用 し て「 農 作 物・ 生 産 者・ 環 境 」 の ３ つ の 安 全 を 守 り ま し ょ う。



　

施
設
園
芸
の
高
温
対
策
は
、①
「
換

気
（
外
気
導
入
）」、
②
「
遮
光
・
遮

熱
」、
③
「
冷
却
」
を
組
合
せ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
れ
ら
の
適
切
な
導

入
に
は
、
ハ
ウ
ス
内
環
境
（
気
温
、

光
合
成
有
効
放
射
（
＝
植
物
が
光
合

成
で
使
用
で
き
る
波
長
の
光
）、
絶
対

湿
度
等
）
の
見
え
る
化
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
適
切
な
対
策
技
術
の
導
入

で
、
植
物
に
と
っ
て
快
適
な
生
育
環

境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

　

過
剰
な
遮
光
は
、
光
量
不
足
を
招

き
、
収
量
、
品
質
の
低
下
、
株
疲
れ

の
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

遮
光
資
材
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、

栽
培
す
る
品
目
の
品
質
が
一
番
良
い

　

令
和
七
年
は
前
年
に
引
き
続
き
、

「
豊
水
」
や
「
恵
水
」、「
新
高
」
で
炭

疽
病
の
発
生
が
見
ら
れ
、
収
穫
時
期

に
早
期
落
葉
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
黒

星
病
は
近
年
、
収
穫
時
の
被
害
は
少

な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
令
和
七

年
五
月
に
は
低
温
・
多
雨
に
よ
り
、

感
染
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

炭
疽
病
及
び
黒
星
病
は
多
発
す
る

と
防
除
が
困
難
な
た
め
、
発
生
初
期

か
ら
の
防
除
の
徹
底
と
耕
種
的
防
除

を
組
み
合
わ
せ
て
対
応
し
ま
す
。
罹

病
し
た
落
葉
は
翌
年
の
伝
染
源
と
な

る
た
め
、
ほ
場
外
に
持
ち
出
す
か
、

土
壌
へ
の
す
き
込
み
、
草
刈
機
に
よ

る
粉
砕
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

（
＝
収
穫
物
の
重
量
が
確
保
で
き
る
）

と
き
の
光
合
成
有
効
放
射
を
再
現
で

き
る
遮
熱
・
遮
光
資
材
の
選
定
が
必

要
で
す
。

　

併
せ
て
、
施
設
内
の
空
気
を
一
時

間
に
四
回
以
上
入
れ
替
え
る
よ
う
に

外
気
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
施
設
内

の
温
度
を
外
気
並
み
に
下
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
相
乗
効
果
で
、
植
物
の

光
合
成
が
促
進
さ
れ
、
蒸
散
に
よ
っ

て
植
物
体
の
温
度
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
対
策
の
詳
細
は
当

部
門
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

令
和
七
年
三
月
に
管
内
の
花
き
の

後
継
者
や
若
手
農
家
七
名
が
新
た
な

後
継
者
組
織
「
ぷ
ら
ぷ
ら
プ
ラ
ン
ツ
」

を
結
成
し
ま
し
た
。
管
内
は
、
県
内

で
も
有
数
の
花
き
産
地
で
す
が
、
担

い
手
の
減
少
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
管
内
に
点
在
す
る
花

き
の
若
手
農
家
が
、
同
世
代
の
農
家
、

地
域
の
先
輩
農
家
と
つ
な
が
り
を
深

め
、
自
身
の
経
営
管
理
や
栽
培
技
術

を
向
上
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
を

目
的
に
本
組
織
は
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
会
員
間
の
交
流
を
深
め

る
た
め
、
会
員
の
経
営
紹
介
を
中
心

に
活
動
し
ま
し
た
。
自
身
の
経
営
内

容
や
今
年
度
取
り
組
ん
で
い
る
試
験

等
に
つ
い
て
各
会
員
か
ら
説
明
を
行
い
、

参
加
者
間
で
積
極
的
に
質
問
、
情
報

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
花

き
の
若
手
農
家
が
名
実
と
も
に
将
来

の
土
浦
地
域
の
花
き
経
営
者
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
当

部
門
は
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

炭疽病による葉の黒点病斑

遮熱材を塗布したハウス

ぷらぷらプランツの皆様ぷらぷらプランツの皆様

施
設
園
芸
の
高
温

対
策
に
つ
い
て

花
き
の
後
継
者
組
織

「
ぷ
ら
ぷ
ら
プ
ラ
ン
ツ
」

が
結
成
さ
れ
ま
し
た

ナ
シ
炭
疽
病
及
び

黒
星
病
の
耕
種
的

防
除

農
作
業
安
全
に
努

め
ま
し
ょ
う

　

茨
城
県
内
で
は
年
間
約
二
〇
〇
件

の
農
作
業
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

事
故
の
う
ち
、
約
四
六
％
は
農
業
機

械
を
使
用
す
る
時
に
発
生
し
て
い
ま

す
。
事
故
の
多
い
機
械
は
、
ト
ラ
ク

土浦普及センターだより

農 作 業 に お け る 事 故 や 農 業 機 械 の 盗 難 に 気 を 付 け ま し ょ う 。



ま
ち
か
ら

　
　む
ら
か
ら

ま
ち
か
ら

　
　む
ら
か
ら

土
浦
市

土
浦
ブ
ラ
ン
ド
を
ご
紹
介
し
ま
す

　

土
浦
市
で
生
産
さ
れ
る
農
林
水
産

物
及
び
加
工
品
で
、
土
浦
の
恵
み
と

し
て
人
を
結
び
つ
け
、
ま
ち
の
賑
わ

い
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
も
の
を
「
土

浦
ブ
ラ
ン
ド
」
と
認
定
し
、
多
く
の

方
に
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
四
三
品
目
が
認
定
さ
れ
て
い

る
「
土
浦
ブ
ラ
ン
ド
」
か
ら
お
気
に

入
り
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

認
定
品
の
詳
細
及
び
Ｐ
Ｒ
動
画
は
、

土
浦
市
Ｈ
Ｐ
や
添
付
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

石
岡
市

「
朝
日
里
山
フ
ァ
ー
ム
」
令
和
九
年
度

研
修
生
募
集

　

石
岡
市
柴
内
の
朝
日
里
山
フ
ァ
ー

ム
は
、
国
の
新
規
就
農
者
研
修
制
度

に
基
づ
い
た
研
修
施
設
で
す
。
本
施

設
は
、
農
業
で
独
立
を
目
指
す
青
年

の
研
修
農
場
で
、
体
験
型
観
光
施
設

「
朝
日
里
山
学
校
」
周
辺
の
耕
作
放
棄

地
を
再
生
し
、「
有
機
野
菜
コ
ー
ス
」

の
他
「
い
ち
ご
コ
ー
ス
」・「
ぶ
ど
う

コ
ー
ス
」
を
併
設
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
生
と
な
る
資
格
・
条
件
は
、

市
内
に
居
住
す
る
こ
と
、
年
齢
が

四
五
歳
ま
で
、
研
修
終
了
後
は
市
内

で
就
農
す
る
こ
と
等
で
す
。
研
修
は

二
年
間
で
毎
年
一
組
ず
つ
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
詳
し
い
相
談
は
朝
日
里

山
フ
ァ
ー
ム
（
電
話
：
〇
二
九
九

－

五
一

－

三
一
一
七
）
ま
た
は
石
岡
市

新
規
就
農
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
石
岡

市
農
政
課　

電
話
：
〇
二
九
九

－

四
三

－

一
一
一
一
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

か
す
み
が
う
ら
市

環
境
に
配
慮
し
た
「
有
機
農
業
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
！

　

か
す
み
が
う
ら
市
で
は
環
境
に
配

慮
し
た
有
機
農
業
の
取
組
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。
生
産
さ
れ
た
有
機
農

産
物
の
学
校
給
食
活
用
に
よ
る
出
口

戦
略
や
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
取
得
支
援

な
ど
の
仕
組
み
も
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
有
機
農
業
に
取
り
組
ん
で

く
れ
る
生
産
者
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
興
味
関
心
が
あ
る
方
は
か

す
み
が
う
ら
市
農
林
水
産
課
（
電
話
：

〇
二
九

－

八
八
六

－

三
三
〇
五
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

認定品紹介
ＱＲコード

ＰＲ動画
ＱＲコード

朝日里山学校朝日里山学校

有
機
農
業

タ
ー
（
一
一
％
）、
刈
払
機
（
七
％
）、

耕
う
ん
機
（
四
％
）、
コ
ン
バ
イ
ン

（
四
％
）
で
す
。

　

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
事
故
は
、
転

倒
・
転
落
や
、
機
体
と
の
接
触
・
巻

き
込
ま
れ
に
よ
り
発
生
し
ま
す
。
事

故
を
防
ぐ
た
め
、
路
上
走
行
で
は
ブ

レ
ー
キ
ぺ
ダ
ル
を
連
結
す
る
、ス
ピ
ー

ド
を
抑
え
る
、
作
業
を
中
断
す
る
時

に
は
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る
事
が
大
事

で
す
。
機
械
だ
け
で
は
な
く
、
疲
労
、

幅
の
狭
い
道
や
急
カ
ー
ブ
、
雨
や
高

温
等
の
天
候
も
事
故
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
作
業
に
ゆ
と
り
を
も
ち
、
危

険
な
道
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
転
倒
・

転
落
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
で

も
、
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
の
安
全
装

置
が
あ
れ
ば
、
重
傷
化
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
作
業
に
行
く
時
に
は

家
族
や
従
業
員
に
行
き
先
を
告
げ
、

緊
急
連
絡
用
に
携
帯
を
持
ち
ま
す
。

　

ま
た
、「
ひ
や
っ
と
し
た
、
ま
ず
い

な
」
と
感
じ
た
体
験
が
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
ご
家
族
や
近
所
の
方
、
同
僚
や
従

業
員
に
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
。
小

さ
な
危
険
へ
の
対
策
は
、
重
大
事
故

の
防
止
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

参
考
：
農
作
業
安
全
の
手
引
き
（
令

和
六
年
六
月
、
茨
城
県
農
林
水
産
部

産
地
振
興
課　

作
成
）

土浦普及センターだより

茨城県農林水産部　公式Instagram（＠af f . i ba rak i _o f f i c ia l）フォローお願いします。


